
貞
　
　
泰

安
富
弥
三
郎
、
左
近
将
藍
、
字
彦
松
丸
、
宗
種

入
道
肥
前
国
竹
村
郷
の
内
、
肥
後
国
岩
崎
村
、

筑
後
国
鷹
尾
別
府
等
の
地
頭
職
を
給
う

安
富
岩
崎
孫
三
郎

字
恩
房
丸

岡
竹
村
郷
の
内
荒
尾
蒲
田
郷
の
内
、
中
島
郷
の

内
藤
木
並
び
に
肥
後
国
岩
崎
村
等
の
地
頭
職
を

拾
う
元
弘
三
年
博
多
合
戦
の
時
軍
忠
に
抽
き
ん

じ
た
延
文
四
年
（
二
二
五
九
）
　
八
月
筑
後
国
大

原
に
於
て
菊
池
武
光
に
属
し
討
ち
死
に

女
　
　
子

字
常
、
母
禅
慶
尼
（
泰
治
の
後
家
）

岩
崎
村
並
び
に
神
崎
庄
内

父
祖
勲
功
の
地
父
の
譲
り
を
受
け
る

千
寿
童
丸

安
富
深
江
長
門
介
の
子

尼
禅
慶
養
子

岩
崎
村
、
神
崎
庄
内
之
を
譲
る

安
富
次
郎
、
初
永
泰
と
号
す
、
安
富
深
江
民
部

丞
肥
前
国
深
江
村
、
加
津
佐
村
半
分
、
筑
後
国

顔
野
郷
（
開
田
出
羽
守
跡
）

並
び
に
元
弘
三
年
五
月
博
多
合
戦
勲
功
の
賞
、

肥
後
国
天
草
郡
の
内
本
砥
河
内
浦
　
（
天
草
大
夫

十
邸
の
跡
）

周
防
国
仁
保
庄
　
（
平
子
彦
三
郎
の
跡
）
　
等
の
地

頭
職
を
給
う
、
又
鷹
尾
別
府
伯
父
貞
泰
の
譲
り

を
受
け
る

建
武
二
年
六
月
晦
日
尊
氏
将
軍
に
属
し
新
日
吉

観
音
寺
合
戦
の
時
軍
忠
抽
き
ん
で
御
教
書
を
賜

る安
富
次
郎

深
江
村
の
内
瀬
野
一
名
父
の
譲
り
を
受
け
る

安
富
弥
三
郎
、
深
江
長
門
介
と
号
す
、
禅
謙
人

道
。
勲
功
の
賞
周
防
国
小
周
防
本
部
東
方
　
（
内

藤
孫
六
の
跡
）
　
の
地
頭
職
を
給
わ
る
　
（
父
の
家

を
継
が
ず
）
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二三妻

安
富
源
次
郎
、
蔵
人
下
総
権
守

了
心
入
道

た
　
き
ぐ
ん
お
お
ず

同
岩
崎
村
地
頭
並
び
に
薩
州
高
城
郡
大
津
の

不
寸
久
。
肥
後
国
大
野
別
府
中
村
の
内
母
の

譲
り
を
受
け
る

探
題
今
河
伊
予
人
道
了
俊
に
属
し
軍
思
す

安
富
弥
三
郎
　
修
理
亮

初
名
弥
三
郎
泰
次
、
中
比
比
修
理
亮
泰
継

肥
前
国
高
来
郡
深
江
村
　
肥
後
国
大
野
別
府

岩
崎
村
、
薩
州
高
城
郡
内
大
津
不
寸
久
父
の

譲
を
受
け
る

探
題
渋
川
右
兵
衛
佐
満
頼
の
下

知
状
を
帯
す

′
養
子
、
献
幸
入
道

養
子
、
福
井
八
郎
之
子

養
子
、
喝
食
セ
ン
セ
ウ
女

安
富
兵
部
少
輔
　
深
江
村
、
岩
崎
村
の
地
頭



十
一
代

純
　
治

安
富
民
部
少
輔
　
文
亀
三
年
比

安
富
但
馬
守
　
正
佐
入
道

安
富
伯
曹
守
法
名
行
雲
実
夫
　
先
粗
累

代
の
地
　
高
来
郡
深
江
城
居
住
天
正
十

二
年
甲
申
五
月
十
五
日
有
家
に
於
て
戦

死
（
沖
田
畷
戦
で
島
原
浜
の
城
加
番
）

安
徳
上
野
介
、
純
親

初
名
安
富
三
郎
右
衛
門
尉
　
直
雪

安
徳
上
野
介
養
子
、
嫁
其
の
女

養
父
直
治
　
永
録
六
年
発
亥
十
二
月

二
十
八
日
伊
佐
早
梅
津
に
於
て
戦
死
の

後
家
督
を
継
ぐ
安
徳
居
住

十
二
代

純
　
泰

安
富
下
野
守
動
叱
人
道
　
与
三
兵
衛
尉

法
名
　
源
昌
惜
仙

龍
造
寺
隆
信
に
属
し
天
正
十
年
よ
り
同
十
二
年
至
り

居
城
に
楯
籠
り
軍
功
抽
き
ん
ず
、
同
十
二
年
旧
領
を
去
り

藤
津
に
居
住
、
元
和
六
年
庚
申
正
月
二
十
一
日
卒
去
、

重
安
徳
上
野
介
の
女



以
下
略


